
将
来
の
市
浦
村

豊

島

好

幸

⌒十
三
小
・
六
年
）

考

え

で

ら

は

ん

で
気

に
す

る

な

ど

父

に
心

配

す

る

な

と
言

わ

れ

た

な

ん

と

か
音

の
よ

う

な

都

に
も

生

か

し

さ

れ

て

い
ま

せ

ん
。

観

光

日
本

海

側

に
十

三

港

と

い
う

ふ
う

私
の
ふ
る
さ
と

花
　
島
　
志
津
香

で
も

木

の
橋

な

の

で

そ
う

長

く

ク

リ

ー

ト

の
大

橋

が

出

き

ま

し

た
。

広報ιチる00

スポーツの

盛んな村に

丁 子 谷  充

―
|ミ 倉票た糠あた堪婆疲曇旬尻tふ

う

。

こ
う

い
う

競

枝

は

個

人

競

技

績

を

残

せ

な

い
と

い
う

こ
と

は

、

ら

合

宿

や

合

同

練

習

な

ど

を

や

っ

た

ら

も

っ
と

い

い
成

績

を

残

せ

た

と

思

う

。

た

し

か

に
忙

し

い
か

も

す

が

し

い
気

持

ち

に

な

れ

る

の

は

理

解

し

、　
エ

ン

ジ

ョ
イ

す

る
。

そ

と

の

ふ

れ

あ

い
、

他

町

村

の
人

と

の
出

逢

い
を

大

切

に

、

互

い
に

理

解

し

合

い
、　

い

い
汗

を

か

く
。

す

つ
実

現

　

　

―

ツ

の
盛

ん

な

村

に
し

た

い
。

現

に
意
義
あ
リ
ピ
よ
く

口
に
す
る
言

め
で
あ
る
。
練
習
だ
′
訓
練

だ
′

私
は
先
生
や
母
な

が
い
に
早
い
な
ぁ

橋
で
、
さ
ん
ば
な

■

は

渕

鈴

-81/(
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＝
側
わ」
　
　
　
　
　
も
「
一
せ
ん
。
そ
一
でも
そ
の奥
　
　
が保
た
れ
る
よ
う
にな
った
ら
、

安

保

干

城

住
民
と
し
て
新
た
な
気
持
で
進
み

確
か
な
足
跡
が

〓
一　
和
　
員
智
子

履着

`ゑ

倉
:主

そ
し
て
大
き
な
歴
史
を
持
つ
素
晴
　
　
将
来
は
全
村
民
の
手
で
、
鎌
倉
時
　
　
に
き
た
事
を
申
し
訳
な
く
思
う
ば

も
イ
ヤ
で

「東
京
は
い
い
な
」。
等
　
　
　
今
、
市
浦
村
も
過
疎
化
が
進
ん
　
　
み
た
時
、
教
育
面
に
大
き
な
進
歩

と
、

い
つ
も
思

っ
て

い
た
も

の
で
　

　

で
い
ま
す
ｏ

そ
れ
を
思
う

と
、

な
　

　

が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

し

た
。

華

や

か

で

、

楽

し

そ
う

な

　

　

ぜ
、

こ

の
よ

う

な

歴

史

を

見

直

さ

　

　

　

特

に
社

会

教

育

面

で

の
施

設

等

都

会

に
憧

れ

て

い
た

の

で
す

。

し

　

　

な

い

の

か
。

な

ぜ

、

村

の
発

展

の
　

　

の
充

実

、

あ

る

い
は

諸

活

動

の
中

ら
市
浦
村
の
歴
史
を
覚
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
の
気
持
ち
も
薄
れ
、

:

:]」  :i:

義務ぶζ署舅披

ぞ島tふ at

幻

の
古

都

〈
十

三

湊

〉

。

そ

の

〈
　

　

　

個

人

の
小

さ

な

協

力

か

ら

、

全

　

　

　

こ
れ

は

又

、

村

当

局

の
企

画

性

一
つ
で
あ

っ
た
。

な

ど

、

不

思

議

　

　

村

の
発

展

の

た

め

に
、

そ

の
よ

う

　

　

　

こ

れ

か

ら

は

、

こ

の
若

者

達

が

で
神
秘

的

な

事

実

が

あ

り

ま

す

。　

　

　

に

な

れ

た

ら

、

ど

ん

な

に
良

い

こ

　

　

（
特

に

男

性

）
活

か

さ

れ

る

職

場

「
住

み

よ

い
村

づ

く

り

」

に
努

め

わ

り

に

は

目

を

み

は

る

も

の
を

感

浦

中

学

校

の
統

合

校

合

が
完

成

、

そ

の
他

諸

々

の
施

設

が
建

設

さ

れ

想

像

以

上

の
も

の

が

あ

り

ま

し

た
・

毎

日

の
通

学

も

梅

雨

時

と

も

な

え

て

行

く

パ

ワ

ー

は

計

り

知

れ

な

し

て

は

冠

婚

葬

祭

簡

素

化

の
徹

“
、

ゴ

ミ
処

理

の
問

題

な

ど

、

気

に

・



先取りを

葛 西 チヨヱ



開
き
直
り
の

精
神
で

中

畑

和

子

間

も

な

く

二

つ

の
願

い
は

実

現

自立への

発 想

奈 良 典 昭

う

孤

立

し

た
島

国

感

覚

に
捉

わ

れ

時

代

風

潮

や

既

成

概

念

を

超

え

る

思

わ

な

い
。

も

し

、

現

在

の
生

活

11/4-
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市浦村は

昭和30年

月31日 、

内村 、脇

十三村の

して今年は30周 年と

いう記念すべき年を
ぶず

迎えました。村では昭

和60年 を「市浦村誕生記  鸞

念年」に位置づけ年P00を 通 I奪

じてその意義と連帯を強調す

ると共に、村内各機関 、団体で

予定するすべての行事を「記念行

事」として実施することに決めま

した。これまで実施してきた記念行

事(事業 )の主なものを写真で追 って

みました。

翁 ″
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道

路

交

通

法

の

一
部

が

改

正

さ

れ

、

主

な

も

の

は

九

月

一
日

か

ら

、

段

階

的

に
施

行

さ

れ

ま

し

た

。

え

始

め

た

死

亡

事

故

を

減

少

さ

せ

る

と

と

も

に

″
車

社

会

″

の
新

し

い
秩

序

づ

く

り

を

目

指

す

も

の

で

主

な

改

正

点

は

次

の

と

お

り

で

シ

！

ト

ベ

ル

ト

の
着

用

が

義

務

付

け

ら

れ

ま

し

た

―

は

ン
ー

ト

ベ

ル
ト

の
着

用

が
義

務

付

け

ら

れ

ま

し

た
。

ま

た

、

ド

ラ

イ

パ

ー

は

、

助

手

席

に
す

わ

る

人

に
も

ン
ー

ト

ベ

ル
ト

を

着

用

さ

せ

て

か

ら

で
な

い
と

、

車

を

運

転

し

て

は

い
け

ま

せ

ん
。

部

座

席

に
す

わ

る

人

に
対

し

て
も

シ
ー

ト

ベ

ル
ト

を

着

用

さ

せ

る

よ

う

努

め

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん
。

〈
違

反

し

た

場

合

の
措

置

〉

高

速

道

路

―

ド

ラ

イ

パ

ー

本

人

が

着

用

し

て

い
な

い
場

合

に
行

政

処

分

点

数

一
点

。

一
般

道

路

＝

今

回

の
法

改

正

の

趣

旨

が

ド

ラ

イ

パ

ー

に
徹

底

し

、

シ
ー

ト

ベ

ル
ト

着

用

意

識

が

向

上

し

た

段

階

で

、

行

政

処

分

点

数

を

付

す

る

こ

と

を

検

討

す

る

こ

と

と

〈
特

例

〉

用
義

務

を

免

除

さ

れ

ま

す

。

集

配

車

な

ど

の
ド

ラ

イ

パ

ー

▽
妊

娠

や

負

傷

し

て

い
る

人

な

ど

、

療

養

上

ま

た

は

健

康

の
保

持

上

ン

ー

ト

ベ

ル
ト

を

す

る

の

が
適

当

で

▽
体

が
非

常

に
大

き

い
、

あ

る

い

は

小

さ

い

の

で
適

切

に

ン
ー

ト

ベ

▽
そ

の
他

、

パ

レ
ー

ド

な

ど

複

数

い
る

車

の
ド

ラ

イ

パ

ー

や

公

職

選

イ

パ

ー

（
候

補

者

や

運

動

員

に
限

る

）
な

ど

で
す

。

て
も

、

ほ

ぼ

ド

ラ

イ

パ

ー

の
場

合

空

ぶ

か

し

等

の

行

為

が

禁

止
さ

れ
ま

す

正
当
な
理
由
が
な
く
、
著
し
く
人

〈
違
反
し
た
場
合

の
措
置
〉

初

心
者

ラ
イ
ダ

ー

の

二
人
乗

り
禁

止

運
転
中

の
死
亡
事
故
を

み
る
と
、

初
心
者

ラ
イ
ダ
ー
で
占
め
ら
れ
て

ミ

ニ

バ

イ

ク

の

右

折

方

法

が

変

わ

り

ま

す

せ

ん
。

①

標

識

で
右

折

方

法

が

指

定

さ

れ

②

片

側

三

車

線

以

上

あ

る
道

路

で

信

号

機

の
あ

る

交

差

点

（
標

識

等

で
除

外

さ

れ

る

場

合

も

あ

る

）

体

の
向

き

を

変

え

、

進

む

方

向

の

信

号

に
従

っ
て
直

進

す

る

こ

と

に

〈違
反
し
た
場
合
の
措
置
〉

免

許

取

得

後

一
年

以

内

に
行

政

処

分

点

数

の
合

計

が

四

点

か

五

点

に

な

っ
た

ド

ラ

イ

パ

ー

は

、

公

安

習

」

を

受

け

な

け

れ

ば

な

ら

な

く

初

心

者

の
ド

ラ

イ

パ

ー

は

交

通

反

を

し

た

り

、

事

故

を

起

こ
す

率

許

停

止

に

な

る

前

に
、

も

う

一
度

安

全

に
関

す

る

講

習

を

受

け

て
も

ヘ
ル

メ

ッ

ト

着

用

が

ミ

ニ

バ

イ

ク

の

ラ

イ

ダ

‥

に

も

義

務

付

け

ミ

ニ
バ

イ

ク

を

運

転

す

る

人

は

必

ず

ヘ
ル

メ

ッ
ト

を

か

ぶ
ら

な

け

施

行

は
来

年

の
七

月

五

日

か

ら

で
す

が

、

施

行

前

で
も

ヘ
ル

メ

ッ

ト

を

か

ぶ
り

身

の
安

全

を

は

か

り

〈
違

反

し

た

場

合

の
措

置

〉

行

政

処

分

点

数

一
点

。

今回の改正の主なものは9月 1日から施行され誅

したが、ミニバイクの右折方法やヘルメットの着用

義務は遅れて施行されます。

施行日は次のとおりです。

改正道路交通法の主なものの施行期日

い
ま
す
ｏ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
ま
た
は
科
料
。

四 〈一
¨
“
¨
¨
一

万一の
中
¨
一
倒
時
　
　

‐
洲
相
劃
「
引
列

引
胡
和
鋼
】
『
‐

>シー トベル トの着用義務
レ初心者ライダーの 2人乗 り禁止
レ空ぶか し等の禁止

におけ る右

レミニバイクライダーのヘルメッ

ト着用義務
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情報をお寄せ<ださい

し 5世
役場の電話は62-2111

家
庭
は

非
行
の

″
防

波

堤

″

＝
月
は

「全
国
青
少
年

健
全
育
成
強
調
月
間
」

木材カロエの

技能研修員を募集

自衛官 2等陸・

海・空士募集中

精神衛生講座の開催
― す こやかな老後のために一

リサイクルバザーを開催

一‖月3日 海洋センターー

交通安全カラオケ大会
11月 4日 18:30-20:00

(コ ミュニティセンター大ホール)

物産展
(コ ミュニティセンター前広場 )

参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か

電
報
電
話
局
の

一
般
公
開

五
所
川
原
電
報
電
話
局
で
は
、

川
原
市
民
総
合
文
化
祭
の

一
環
と

し
て
、
同
局
及
び
五
所
川
原
電
話

中
継
所
の
施
設
見
学
会
を
実
施
し

電
報
電
話
局
の
施
設
、
電
話
の

編

集

室

か

ら

―

編

集

担

当

者

の
都

合

に
よ

り

、

ら

九

月

号

ま

で
発

行

で
き

ま

せ

ん

Ｏ
Ⅲ

電話局一般公開
電話のつながるし<み

みてみませんか
11月 4日 (月 )

午前 10時 か ら午後 3時 まで
主催

 湯駆川霊需需層雷層毛肇質型早需西中継所
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お誕生　柿鰤

三

上

工

藤

真

之

介

⌒
相

内

）
郁

　

夫

祐

貴

（
桂

川

）
仁

　

人

五

月

⌒
相

内

）
良

　

一
一

瑞

絵

（
相

内

）
美

智

男

香

織

（
大

田

）
幸

　

一

＞

今
回
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

悩
ん
で
い
る
人
の
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
・　
今
年
度
は
じ
め
て
の
乳
ガ
ン

検
診
。
意
外
に
し
こ
り
の
あ
る
人

泰

　

　

　

一一　

世

三

和

秀

正

葛

西

文

子

三

和

篤

史

伊

藤

　

翔

〓
一

若

山

一
ホ

裕

具

輔

曾

し
た
。
五
十
歳
代
の
彼
女
は
自
分

が
自
党
し
て
い
な
か
っ
た
し
こ
り

密

検

査

に

で

か

け

ま

し

た
。

結

果

が

で

る

ま

で

二

週

間

を

要

す

る

と

を

し

、

悩

ん

で

い
る
彼

女

を

み

て

″
大

丈

夫

だ

か

ら

″

と

元

気

づ

け

て

い
る

こ

ち

ら

が

不

安

に
な

っ
て

中

畑

早

景

（脇
こ

藤

義

菅
原
　
真
理
子

⌒岩
手
）
利
　
耕

小

山
　
倫

広

（
十
和
田
）
勝
男

鎌

田
　
朋

花

（相
内
）
和
　
廣

山

本
　
大
　
一　
⌒十
三
）
二
　
郎

奈

良
　
卓

弥

（大
田
）

豊

松

橋
　
　
要

（車
力
）
照
　
彦

松

橋
　
　
渉

（
十
三
）
　

誠

奈
良
　
真
寿
美

（大
田
）
雄
　
一
一

秋

田
　
浩

太

（磯
松
）
義
　
治

成
田
　
磨
澄
美

（相
内
）
英
　
恵

相

坂

麻

衣

（十
三

恒

夫

豊

島

裕

介

（十
三

繁

信

松

田

理

沙

（十
三

裕

之

工

藤
　
高

浩

（相
内
）
高
　
次

士
口
田
　
峰

敏

（相
内
）

均

九
山
　
祐
理
子

（大
田
）

譲

ま

す

。

保

健
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